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昨
今
、
居
眠
り
運
転
に

よ
る
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
睡
眠
不
足
に
よ

る
眠
気
が
大
き
な

原
因
の
よ
う
で
す
。

一
九
八
六
年
に
発
生

し
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
の
爆
発

事
故
も
睡
眠
を
切
り
詰
め
、

非
常
に
眠
気
の
強
い
状
態
で

の
作
業
ミ
ス
に
よ
り
起
こ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
徹
夜
し
て
二
十
四
時
間
寝

ず
に
い
た
り
、
毎
日
五
時
間

く
ら
い
の
短
い
睡
眠
を
続
け

た
り
し
た
場
合
の

判
断
力
・
反
応
性

は
、
日
本
酒
二
合

を
飲
ん
で
酔
っ
払

っ
た
状
態
と
同
程

度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
運
転
免
許
保
有

者
を
対
象
に
し
た

あ
る
調
査
で
は
、

運
転
中
に
眠
く
な

る
こ
と
が
あ
る
人

は
40
・
４
％
、
居
眠
り
運

転
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は

20
・
３
％
、
居
眠
り
運
転
に

よ
り
事
故
を
起
こ
し
そ
う
に

な
っ
た
人
と
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
人
は
10
・
４
％
と
非
常

に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
中
に
激
し
い

睡
魔
に
襲
わ
れ
る
と
い
っ
た

過
剰
な
眠
気
を
訴
え
る
人
は

成
人
の
約
15
％
に
み
ら
れ
る

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
睡
眠
不
足
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
に
代
表
さ

れ
る
過
眠
症
と
い
う
病
気
や

睡
眠
時
無
呼
吸
症
が
隠
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ナ

ル
コ
レ
プ
シ
ー
と
は
日
中
に

発
作
的
な
眠
気
に
襲
わ
れ

て
、
数
分
か
ら
数
十
分
眠
っ

て
し
ま
う
病
気
で
、
試
験
中

や
接
客
中
な
ど
通
常
な
ら
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
面
で

も
居
眠
り
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
十
分
な
睡
眠
時
間
を
取
っ

て
い
て
も
日
中
の
眠
気
が
改

善
し
な
い
と
き
は
、
睡
眠
医

療
認
定
医
や
認
定
医
療
機
関

（http://www.jssr.jp/

）
を

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ナ
ル
コ
レ
プ
シ

ー
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
の
診

断
・
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

来
院
く
だ
さ
い
。

　
先
頭
を
雄
々
し
く
行
く
の
は
強
者
デ
ゴ
イ
チ
。
こ
れ
に
従

う
旧
型
客
車
は
堂
々
八
両
。
デ
ッ
キ
ま
で
あ
ふ
れ
る
乗
客
。

煙
も
気
に
す
る
こ
と
な
く
開
け
た
窓
か
ら
腕
や
顔
。
す
べ
て

を
満
載
し
た
列
車
が
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
。

　
撮
影
は
一
九
七
二
（
昭
和

四
十
七
）
年
十
月
一
日
。
秋
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
草
津
線
が
無
煙
化
、
サ

ヨ
ナ
ラ
Ｓ
Ｌ
近
江
路
号
（
京
都
｜
亀

山
）
の
運
行
と
な
っ
た
。
迎
え
る
の

は
加
太
の
大
築
堤
。
関
西
線
の
鈴

鹿
山
脈
越
え
難
所
で
、
フ
ァ
ン
の
聖
地
だ
っ
た
。

　
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
。
時
に「
オ
ー
プ
ン
・
ザ
・
ウ
イ
ン
ド
ー
」

の
衝
動
に
駆
ら
れ
る
。
快
適
さ
な
ど
と
引
き
換
え
に
失
っ
た

も
の
は
何
か
。
熱
狂
も
今
は
昔
の
加
太
越
え
。
ワ
ン
マ
ン
運

転
の
気
動
車
の
窓
も
開
く
こ
と
は
な
い
。

 

（
中
日
新
聞
・
木
村
昭
彦
）
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オ
ー
プ
ン・ザ・ウ
イ
ン
ド
ー専門医の診察も必要

大川 匡子先生
（おおかわ・まさこ）

群
馬
大
学
医
学
部
卒
業
。

国
立
精
神・神
経
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
研
究
所
精
神
生

理
部
部
長
、滋
賀
医
科
大

学
精
神
医
学
講
座
教
授
な

ど
を
経
て
、現
在
、同
大
学

睡
眠
学
講
座
特
任
教
授
。

ア
ジ
ア
睡
眠
学
会
理
事
長
。

日
中
の
眠
気

　
今
回
は
下
肢
深
部
静
脈
血

栓
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
こ
れ
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
と
い

う
名
前
で
も
呼
ば

れ
ま
す
が
、
旅
行

者
だ
け
で
は
な
く

災
害
避
難
者
に
も

多
く
見
ら
れ
る
、

と
の
報
道
で
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

　
静
脈
に
は
「
深

部
」
の
ほ
か
「
表

在
」が
あ
り
ま
す
。

周
り
を
筋
肉
に
取

り
囲
ま
れ
て
い
る
場
所
に
あ

る
の
が
深
部
静
脈
で
、
皮
下

脂
肪
の
中
に
あ
る
の
が
表
在

静
脈
で
す
。
一
般
に
静
脈
注

射
が
で
き
る
の
は
表
在
静
脈

で
す
。

　
深
部
静
脈
は
太
く
、
周
り

の
筋
肉
が
収
縮
す
る
力
を
利

用
し
て
心
臓
へ
血
液
を
戻
す

重
要
な
役
割
の
血
管
で
す
。

こ
の
中
に
何
ら
か
の
き
っ
か

け
で
血
液
の
塊
が
で
き
て
し

ま
っ
た
状
態
を
深
部
静
脈
血

栓
症
と
呼
び
ま
す
。

　
普
通
で
は
、
静
脈
の
中
で

は
血
液
は
固
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
は
▽

異
常
に
血
液
が
固
ま
り
や
す

い
▽
血
管
の
中
を
動
く
血
液

の
速
度
が
遅
い
▽
血
管
の
内

壁
に
異
常
が
あ
る
ー
の
三
つ

の
悪
条
件
が
関
係
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
▽
脱
水
な
ど
で
血
液
が
粘ね

ん

稠
ち
ゅ
う

（
＝
粘
り
気
が
あ
っ
て
濃

い
状
態
）
に
な
っ
た
▽
ギ
プ

ス
固
定
な
ど
で
筋
肉
が
使
え

ず
血
液
を
押
し
出
す
力
が
か

か
ら
な
い
▽
酸
素
不
足
の
血

液
し
か
来
な
い
の
で
血
管
の

内
張
り
の
細
胞
が
壊
れ
て
し

ま
っ
た
ー
な
ど
の
状
態
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
血
栓
が
で
き
る
と
、
血
液

が
心
臓
に
戻
り
に
く
く
な
り
、

血
栓
が
で
き
た
場
所
よ
り
、

主
と
し
て
心
臓
か
ら
遠
い

部
分
に
、
血
液
が
た
ま
っ
て

腫
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
に
は

刺
す
よ
う
な
痛
み
で
は
な
く
、

張
っ
た
痛
み
が
起
き
ま
す
。

　
腫
れ
や
痛
み
だ
け
を
起
こ

す
だ
け
で
は
な
く
、
血
液
の

塊
が
血
管
の
中
を
心
臓
ま
で

移
動
し
て
肺
に
行
く
血
管
に

詰
ま
る
と
、
肺
塞そ

く

栓せ
ん

血
栓
症

と
な
り
、
急
死
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
表
在
静
脈
で
血

液
の
塊
が
で
き
て
も
、
命
に

か
か
わ
る
状
態
に
な
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
と
対
照

的
で
す
。

最
悪
の
場
合
は
急
死
も
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錦見 尚道先生
（にしきみ・なおみち）

名
古
屋
市
生
ま
れ
。東
海

高
校
、名
古
屋
大
学
医
学

部
卒
業
。大
学
院
終
了

後
、米
国
留
学
。桐
生
厚

生
総
合
病
院
で
研
修
中
に

血
管
外
科
を
志
望
。名
古

屋
第
一
赤
十
字
病
院
血

管
外
科
部
長
。

下肢深部静脈血栓症 ㊤

　
展
望
露
天
風
呂
、
ヒ
ノ
キ
の
湯
船

か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
思
わ
ず
息
を

の
む
。
穂
高
連
峰
、
槍
ケ
岳
、
常
念

岳
、
白
馬

三
山
。
屋

外
で
湯
に

つ
か
っ
て

の
北
ア
ル

プ
ス
独
り

占
め
は
他

に
例
を
知

ら
な
い
。

　
松
本
平

の
人
々
が
親
し
み
を
込
め
て
呼
ぶ
東

山
と
西
山
。
東
は
美
ケ
原
な
ど
の
筑

摩
山
地
、
西
は
北
ア
ル
プ
ス
。
崖
の

湯
温
泉
は
東
山
の
南
端
、
高
ボ
ッ
チ

山
の
中
腹
、標
高
千
㍍
に
位
置
す
る
。

　
鎌
倉
時
代
の
崖
崩
れ
で
現
れ
た
断

層
か
ら
の
湧
出
で
、
猿
が
傷
を
癒
や

し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
。
明
治
初

期
の
開
湯
、
百
三
十
年
余
の
歴
史
が

あ
り
、
斜
面
に
す
が
り
つ
く
よ
う
に

数
軒
の
宿
が
点
在
す
る
。

　
茜
宿
は
広
域
農
道
東
山
山
麓
線
の

崖
の
湯
口
か
ら
上
っ
て
行
く
と
最
も

手
前
。
本
館
は
松
本
・
安
曇
野
地
方

特
有
の
本
棟
造
り
で
、
玄
関
、
ラ
ウ

ン
ジ
の
民
芸
家
具
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア

に
心
が
和
む
。

　
命
名
は
「
茜
色
に
染
ま
る
西
山
の

夕
焼
け
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
」
と
、
ご

主
人
。
夜
の
と
ば
り
が
下
り
、
そ
し

て
満
天
の
星
。
眼
下
に
広
が
る
松
本

平
の
夜
景
は
ま
さ
に
宝
石
を
ち
り
ば

め
た
よ
う
に
美
し
い
。

　
信
州
の
秋
は
す
で
に
三
千
㍍
級
の

峰
々
か
ら
初
雪
の
便
り
さ
え
届
く
。

白
銀
が
朝
日
に
映
え
る
姿
は
ま
た
格

別
。
展
望
露
天
風
呂
の
周
り
の
木
々

も
色
づ
き
、
絶
妙
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
織
り
な
す
。            

（
木
）

絶
景
北
ア
独
り
占
め

昭
和
のゃ

　来年の「あいちトリエンナーレ」の出品者で
現代美術の作家、青木野枝（1958～）の個
展を豊田市美術館（10月13日～ 12月24
日）、名古屋市美術館（10月20日～12月16
日）で同時開催します（両美術館の連携企画）。

テーマは「循環する水」。彫刻作品を中心に、
版画、写真コラージュなどを交え、青木野枝
の創作世界を多面的に紹介します。
【入場料】１館券　一般1100円、高大生800
円、中学生以下無料。セット券あり。

青木野枝｜ふりそそぐものたち 中日新聞のお知らせ

長野県松本市内田３４０５
ＴＥＬ０２６３-５８-２１４１
ｈｔｔｐ：／ｗｗｗ.ａｋａｎｅｊｙｕｋｕ.ｃｏｍ

◆アクセス／中央自動車道・塩尻ＩＣで降
りて広域農道東山山麓線
※塩尻ＩＣから約１５分
◆料金／大人７００円、子供（小学生）
４００円、幼児３００円、乳児２００円
◆入浴時間／１０：３０～２０：００（休前日な
ど１０：３０～１５：００） 
◆休館日／なし
◆泉質／カルシウム・マグネシウムー硫酸塩・
炭酸水素塩冷鉱泉（中性低張性冷鉱泉）
◆泉温／１２.８℃
◆効能／神経痛、筋肉痛、関節痛、五十
肩、運動まひ、関節のこわばり、うちみ、くじ
き、慢性消化器病、痔疾、冷え性病後回
復期、疲労回復、健康増進、きりきず、や
けど、慢性皮膚病など

▲
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諏訪湖

崖が
け

の
湯ゆ

温
泉  

藥
師
平
茜あ

か
ね

　や
ど宿 

長
野
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松
本
市


